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T(才 2次 Bυ′lclの内的山楊と駆 期瞳界の
↓轟主次T笏准向けて〕
〔は・じのに)         ..
・ ヤ2次 Bu「1」 の用苦な主イ本的皮右週程左
_〈巣小として 1沐咸底

`ク

に自己1初解を通 して新
た存ゞ粂理の主体的だ族系口をっっ、みとり、
経ス,落尼上場を内種的に滋をすることが
とわれて[｀るのである。このごとをさけて
通ることはお来なし`cよ さに生みの昔じみ
を普通性を織って自己対象化する言豊イ

=左
0

`サ

」な傷見主え的lf始算することはユミでなし`の
であるダr″ιらの方御|二こ老.栽くの勇出
''色の夕也半ゼあるのだ。′従って「燿措t9七」
の日旬論文1■ おける″2次 B υh`lのィ総括の
れ彙は素血にムって 密観主ヱタタ′者算l若
翼的自己否起ιfなってt｀ る傾向ウ`たきく植 ,

■わって標↓■想います。そしてその磁合的
結 論 は 一 切 一 向 イ コー ノじ赤 軍

,ラ
KI生ボ め ゃ

うに由西3。 ndFt求めるとスう形でシェー
マイじさ11tて 〔ヽる。そしてL口 ,6■ て1,72ズ ヽ
.Dυ ndをヽ

.蹴
産した。昨年の11月脅 は一オ癸

主義′夕寸ラシキ久トゼぁるoたθ勁よ ′鬼
左′i'虫十才ιばl解滋喋、団|■なる.また昨来千 =

争に力|する出歩御け御っ、らのコ理を、′いをあ
り́■する
'地
かなかった、減多鶏籠禁罪の無にカ

`=あ

つたと久うことを持つて、自乙の日和 i

見主之をる理化、ェ当化左′行なってぃる。
何流|`卑大△、学季フくのん翼的湖流(教波ス
下,)と生みた`したのぅ:このグル_フ |ょ 、
撮_も 日向狙論の花御者でェピゴ_ネンゼみ
つたので

1あ
る。‐́同Iとによる臼6告白的な

「
〇〇雅」の雄細 鮎括の中に多明ら夕|
にされてしヽるごとく.11月 1夕夫占畿ス降‐7いゎ
ゆる1~た′縫台・κ含卜」は竜ジkをなでなくなり
、οO周この生1獄まちっ:落ョ識:口和見毎たに '
わちし`つたことは1革斉`的フラクたうんと
するるのの白1己た叔 あ`ったと各ひ″とてしヽ

.

るク‖:その様な部分を雄ブ合タタι紹裂的ヒ切
|)洛てること′■わし`て'すべて解えできな
し`ので
｀
ある。新諮菫この総格をみきにしてオ

ベζ菌
′
Bυ n。lμ責仁左転1濠するマとは、

あまl)にし約らガ静念主えではれ でヽあろう
`ごのことをいくう絢獅してる「受ジタ手史左

み′
'造
封ることは出来ないて1あろう。j[lι々

は́

“

多|る原因、白a滞果の組名を行うこ
とを看定する。|ソずや皮幼釣岩単二え1■わ
うし`るの

'で
ある。また、あま

・I)|=も出こ_軍蕉
を意識するあま

1り 、しヽηのょに夕ヽ請,軍来の
コンフレックスのゥ、たょりILなら・ぜ

｀
ろ4え

なし`のだある。たしかに嵩i軍′胤よ″2次ら
υndの 6し a傾向た‐最.も /も化したのである
が、同題なのは、菰卑釆をど`の催千1二わしヽ
て経 的に上場するのか胡決起御

`と
ゎ″こ

てし`たのである。まきにな力じ幣 ifぁ
いて そヽの革命的史多七)の基準にわιヽててあ |

るのだ。そうでなけれ|ば結局は革ハタダ行為
と論理|■ねいてすべて否たする_準く|レ主文
の倒置に多ん`てしクl術軍飛左舌彙1」 )来な<
なるのである。｀
だつて力そ|さ「理泣

q場」に展自されて
し`|る力2玖13υ ndの約Cヽ括の基」7i垂,そのうのと
,権虐の|`封主せざるオえなしヽo有離なら

`よ

｀

オ2次βυ,nd左猜資二ぇの′・ ィ1さ場し、通旅
ムわれてしヽるところのオ3吹 Bυnclのζ苺:躍 ‐
は まヽうたくクト勧 地如 、ぅ置さ変えう才と
てしよう縁 左髪ら、てし`る夕ヽらで

｀
ある。そ

のこと年、才1次 B υn εl左』.た評価11め _事
ス上に美化する

=と
によってくォ立次れ n

d自身を、1栽 が々:主体夕修れ騎豊程乞_重 して
渡行しつ'ある勢l盗した燿千左迷|`反″的 _

1■晰≒青させるう●メク留二:′Jし のヽで
｀
ある。教

して‐連かヽ3υ ndであったィ|う加 であった
とようことをムつてみて夕 ″りの上場)の内
本の方向!性

`」

え彦、しえなしヽのビある。すヾ..
てイ台;名話`釣

`多

イ総イ1舌を行うこと|■よって|も 、
それ|ク7芝も云つて

'し る`滋r■すべて猪

“

主
」だ‐」
`術

にしク1″ (イ1'うないのである。,病it算でιさ―
ぼぐ 内在的上場がとわイしてしヽるのであ1)
あれ■れのだ彙、蒻彙之tじ |1者術に黒蕗する
ことによっては、有多再生されれ の`であ
り、それば

`者

梁ιιてo/の滋に廃に,約不  ′
斧彰が2し てしな|ガ彗杉ぜイ軍3し イ`凛ビある。
また司時にその手Lは約 ラクションヘの
自
`転
1換を行う多とるま¬たく日護″トイで

あるのだ。そして白この矛か性ときィβし、
すで`|■△休1隆之獲得してし`るかの様にナ′レ .
シズム

“

副葬U二あちし`り、自ことロー性の
だ恭上の進しヽば、1すぐ存:在上のにとしてみ
1



なし、事く|レ釣党琢び浮′体の細濶購撓イiりの結ち

こみが
｀
力、の_革んかであるLムうイず

｀
オロギー

プΨ甲運動二そ、根κ的|ら上場されな|うれば

なうた■ のヽゼある。そして瀦診、孝く |レえ

近|二欲|に′を考Lう としてラ編|ョ喫」な発で
1あ
る、

のだ。ェピゾード的につけ〈わえるな乃ば

s大_1の革マ|レ釆はri鯉雄q場ゴ|`イロニ燿
ではt「しヽヤヽ、日向柔1電」多く引レ多>IRである
となってしヽるこヒ乞、裁 ノ々察ク1〕に受けた'め

なけれ|」
｀
ならなし`。城41び維I討 1手 、オ2欠

8υ ndの 内緯上楊た、形式――史′休一内|ドに
‐
.

ま知いてえ髪!`して行くことであ |り 1菫々 |レ壼__

たに 梵左
`臼

付に済づ3ι l`戯来ないので
l

あろクス上裁々の確殆豹主場の基 |`ン 2,々

βυhdの
`餅

この初巣と杞起し、.過轟:期せり幕

の党勾ユ1休の|な角論帷左闊うクヽにしたしヽと

超もヽ」す。菰す大の諸君は イヽ21次 6υ nd

の総ヰ者の基動た、
‐
0うがai髭:釣 |′地形嚇 で

あr)|力主杉末筍ヾでそりしてしヽた。0′稚論槃瘍ふ
主たであった。③:単冷||″!=失芝_こ瀞 ぶ

｀
な

クヽった。と久ぅス上の3哀 1多わし`てる各権の
基準左石之されてし`るの、これに一付´゙ |

封両ιして晨:繭するので
｀
はなく1ン2次 5

ondのる,&週組を〃乙薩彰約13夕寸琢イヒし、同熊貿ニ

裁 自々身の主′体¢〕守イlo括を4名合ヽとしつ〉呵う・

りヽにしたしヽとにい3す。

① 臼ぶ威髪勾修綴.影バ|力黎ひう「 Z脚
ヱ林角転換馘矢、いυヽなる(5拓にダ幽手して珈鍾

召されるのクヽ。

ハ))力 2次 B υndの予1劉:本の′落と|え グ核オ処
1多夕1火 3υ Mの二み斜`m滅の基:こと乾
け、他老的には、♯状同の力び国家にとつ

て愛彿 〕錯したえスタうな形成二.週〔社置

レ、3υndイ ズ
｀
ムのイ劾権一離 乞曰漁 Lじ

て声14台された。これが次通の理野緩LLして、

各任してし`仁ので吻な。すなわち流′台i週′阻

脅Nε象徴:される
「
火数のねぶ港曳1襲=ノ閥与:=

し、だフこの内なる昼]家のス諷超|ムを、国家れ
力との封火を、過程釣減待多媒介 ιして、

イ液.崖したん二 x々´二重赦カヘ́ :墜多ιιの

拠 国家をこたる」准Лて._t〕熔は表イ常を

行イたする主体=手:段として′アに置を占める
。僣維千彿 ぞあっにち毛してその内に皮

スタ=反う任=えたタタ妥風乞合iめて形成され

て来たのである。曖ヨ1質のフロ(省人向の色
・

l力の静処の反スタ党千多威怖、家症のみの嘱
|じ的柩え|`討する」′:1えの革命角解 を基

礎におし)て老ι形成してし`二うとする同盟

の結維影バ論の
「
真ツ篠相対的′

`姦

傲隆ιじ

てあったoしクヽしι多ク`ら党彩淑のが
'勺主郷 明うυ`にされなし`とスう数新杉術 哀

左その内夕併淋雄 |■ ,かし`て考れしてし■の
で
｀
ある。この英|二わける二

“

解唄■を、

1暴」とわ」とていたのである。「 過程の七裁
たしてのだL」 忽 み櫂輛は、)レ汐一チの

`a織諦|ら代′仔していた准|〕面を内ぷιιてたっ

ていた。これが`流―Bυnd時べ/に置であャ
仁.サ勧 う「共産ニメ生′御

1貯衛 」の
「

多杯争のよグ
｀
ひ|うコ|●最_う象夕覧全れてし`たの

である。フ雄:魚翡倉
～
のr孝1冷釣贅始子多

」
｀
とは有も、、反,1"れか二期 組裁,猜メ毛1多

駕うクヽにされてしヽたごとく「
l力|`潤度_の遂ヽ

パであり1不断lc党紡 ことき証唄するも
ヽ

のでなくではならない」として喘 じでれ

た。オぼわち
「
|レクーチの潅移鑑俗のP7「L

13最ん象‐徽:ざれている。「
フロレタリアー

トは、ただ離 れムの

“

裁)二よってのみ、

力ι亡解茂することができておそ二でつ甲
レタリアートはあうゆる茅殉咀されを蒻彩にさ

確ていわれムヽ〃4仁めFろつこの解薇羊る
を角iノつざるをるなし`っわろ印る椰圧_され1昨

フ

たされてし`るたハルがイ|□ の々千るにわし1て

フロレタリフートの味えにな彼 キ、たにと

も祀燿の眸tヨ |■たる松というこLiよ「不明索

鮮 維起識を考っにoコ″tらのた公:ガの主
場ひりすノt15｀ 、`、夕Aれ少なや`れ rイ嘱体」て

｀

ぁる。そ侑日まフロリタ|)ァ ートの知
党∝ じしヽ1費術によろと二うに、枠めて,た

で1`わる。この様にこのばあいは 行つせる

発敵 燿彬茶的鹿〆コバ し`ろし`ろ|ン多つてし`

るし、また老れらのi猪
′
爾維」の結′合、|さ わず｀

つヽにァロレタ1)マートの世1膠定中 13よ

ってのフ鷺解Jヽされるのだ
｀
ある3」 と震尾さ

れている。このことは、畔晰柏馴aをフログ

、夕リアートの影係脳こ渤 発展」動屋.と曰次ん
に向蓬乞たて、果物 の如613巾 |`
人刻よ―ケZれた,杉在.と しての巻裁1構乾を
着ってしヽるものとして1そのべ々 ソフと、

2



幸齢党が革年へに暮躾 スる方沐として′を
の環ば、滅術|くよつてな0こえき<規定きベ
う。まさし<人家電スは牟牟汁夕の唾蝸中で
喪化する。すなゎわをグ彬′成でなる過程の竜
:弘こして多づ脅ぶべ長的考彩嶽|ミ根本的向渉
びあつ冬のである。

.それ1護崎1咎が、落似彰戚するこスう自然戌
｀
長訟|こあるoそして老

11で r六歓竜λ√り橡|こ
~歩電を不グこと」入つた

'レ

カー4～Vフなli2t

攀:で不断に本夜の自然奮味
‐
性|ミ ノヽイヘし′燿

浸す0傾向きな やせるの・́であるoこの根燿
にlJ正 しヽ 活ヽセ分桁,政瀞為針を堤なすれ 1ざ

街 ろずや大家{ミ.大超する。そして,|ヽけ 大́
銭行の晨中としてある。すなわる人1須1斗‐ォその

ダイナさえ
^′
ラデ考 '/レをキ守辞錯饉媒

14ヽみ
.して、大家髪枚力との対Xに肉珀でせ極顧
イも対71又″千今(ミ絡とすること多褒移して′

｀
大夕甦

のに葬 )介網「こ|」がること|こ Jつて′階Q竜
・認ば彩バこ4くる。この移a彩成の力去訟|こ:江
階しそのタス|夕の後終こして 、ヽたので`ある。

そ して孝依系の黎泳運動、名への`風ヽヽこ″一

本づ`りのサ7-ル縮多乙像駒 |ミ封置し、せ

ま 欧ヽ 姜叉,妥藩主Xがわの徹 として隔
Qキタ詮―涅角たとして御簗さなたので

｀
ある。

従?て口旬氏の久うごとく1単 |ミ
「
60辱々

蘇 ←ゝ奪」の鮨衆1鋼資を(■ かつでつのとして1尾L
I超
されたとしてのぞ終常き行うことt壊 ′ずつ
'を
くの戸壼脅過俎色河衆′た,う ミとを教:へず
ることで
｀
ある.し
'じ
ぐの
「
夜貯場1程畿きは

60辱BuNbのう暉:1訟;向:監とをオ設におサつ
金動螂リア

ング
〉
ロー駕 欠序 した ま ヽ1提i趣でズ て

ヽヽたこ乙ほかくしようのな、浮安だあるが|

しがし爾彗スコaイ ズム |ミよつて角割本一i条約を行

うごゼが
｀
ム来薇♪7た員ミそ,あ感″との死´

う瑞‐

"ヵ
計|こ主肝ぐせると、、ぅBu NIDィ ズ

^の減キ 1ヽ乞ム縫の家拷として笏っでのく
lあ

る。
だっで曰f旬六のよう、ごとく、減街iめ懸檬證的

紘火,獄りのイ行な要集日だつたのぞあると
‐′ワlり 総ラミとlミよつてばl毎 J岳・生でスを、、
のである)
(B)矛 圭期誌 1零ノ々々 ;夕3`'ミ ニ文淀

=堪
訂 |`マ

H.S准貯に1憲′
「
減右のイ挽,こズ仁々文のr

チでの多各えノtじ t勁(は1/乏躊レキギ|の
“
考チく■ど多るど

・

堤廊でれ、その・攻|′

じ的費践の需県1ズ帯絶危
学ズを製拝:孝だしたが、しかしその増発ηの後的

乾1換のえ味まqうグ|ミ した義|てお、ヽて彦瀬的
で笏つてクづなわろQ夕2キ||,′え口大会(3中 .

委た口人公路線)ほ 1日 |コ練次媛診|ミ よるネ崚

彪晰彙、トロツ虫
=だ
ン澪の導か、 1日夫六二涎者la

結成によつて世界革甲診:「 一段露裁略・ユ石

須修胆仁誌 (a嬰早く民′た1鬼 :採性ね2てあつ
で,島た多考|ン残、長下の中1ごあつて観 目の
日本的組憾主たのを考斗争(31檸理化と賃金
ギ́ザアンドテイクとしてた主、じ′その多さこ

神|えする衝萎火滲キ争の中ゼ′ず行わうヤズ

的ノても斗争の1漏tjな:次 (′ |ヽブ/レ薙遊:姜文‐ジャ
コ′ヾンL文 )のヘゲ七ニーの導多懇行にアロ

1レ
'

タリアートのヘゲモニニ|ミ■%了猛
`フ
児べ晰旨ド

涛'とらズ」ヲリした箭4アこので強姜こ|ミリ)ヽ 〉て1々保賛
今 |ごがヽ`て全け逹の技や力のンラIクであつた,
この`甥げ動 の:術|1曖

`,動
の・依彦
``菫
持?て 、

ズ1司内予の技術な次、たてバネとしての;索

索府 iド鷲た玖ゲールプるグ
1日
放組の千す二次

等の、け脅減線1旬守Iマ 1隼甲的な受7う成ので

桟こ
`7岬

的lミにつくりだした″く笏争.1日 B
uND飾 としてのネ

`鯉
野暉ッ日は、6ぅ年の

全学熾再尋の失敗う¥`蒙考ょう|ミ峰咎急した,、 、

わつるォニ妥日のな碑み`
゛
明確|ミ奪ったと称♭て

、
'「

攪′ケ1口 1勺体柳|のア訴鍔lが1終り、ヽ まヽやヤ
場分曽1技 たヽ∠、、う哺ピ筆肇IJで薇ゴ均錫 るo(し
0｀ミそ象、手遺キ多

`頂
えヒして 1ブ 7`レジョ

了ゞ■。 口1勺体や〕のぞに基ばかつな7_|う｀
し こヽ,のようなキ|〕主だ

′
め1向的膨振:の経アゼ

の白円竹怖||の 角」編二帝|コ江<・釣盆.陥形寧等の発こ
ヤグ
｀
目指した浸階だあ))、 日本部外主えのつ

も的子負|ミ毛手しイ1丁ネ|ざなら4ヽ 9ヽと して
1´ θO与ぞ保)ヽ人酔の誂南のめれ7口」はI,汝造

"F∫
ヾヽ 一ぎ唯みだし、

「
軌戌左箋勤 終i委・

、買由の機 的デ肇かヂ6と螂卒への協調二ヶけィ仁
び竜尿しヽ 政;わ伯争にコJれな竜の静'電党会彙拳
,の質洞矩とアなイ|ヨ′撮公xの一年七」圭サヽヽ
つゝ、各る
「

:衆義革甲製の1辱:動″弁でぁる在
｀

学導―終評一原水栗ど
`ヽつたヤ灰的ブロヽック

」とのその名解:グ ,マなゎち露a的運
"厖
菫4■

1意141大 して 、ヽる。従ヮて予ズ商〃治キ多と日

本脅緯骨仁たキタg:¨ これる尋切誰内らを 1,

日本七本シくの盆お乾ittπ縫、た業 静́a和
毛の戦罠との関互13itてたが、、て ,明ちり`1き したの
である。イをわづ逗切主年の  i
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影成,フ |コし7」 7-卜の附Q的へ伊モニー
(D形成D爾 こして根起されたのである。tの
オ三枷詮乙の菌車にあ〕てi資もるなりは`′大:き
く,日―摯 グラム多|こ依在して向殿か打ち誉
さえていた①である。すなゎ御 印争と率清｀
歯争の繊'僣,加はこ陣地戯等憾きさしく.その
内溶ヒしてあつたのである    ‐
ローサ①入家ストライt党及び井物組句に
展:l却さネてヽ 多ゝ内1容こ類じしてt」るモーメン|ヽ
.と持つて主張さなてし)た。すもねち日―・挙は
|卜 こヽ均及i愁欧智副司彰労彗曲争こ′革′掃のため
,11政 :台岬争G〕向に,ん里0長城t見ハづ,す刊
て①及記二叉こ反対に1ロー事|ま革甲

`旬

鵬イt′に
は′子滑陶争子さ′:政 |さ台陶争へこ成長すること,

メをして,´)を碗 も同じてあるここと鵬0なにし
た。運渤は 壬藩岬争ふ6政治聯 ごt〕つ一方
首3通有疼|きなく′反対なm向 つあうゆる主要

`政
)自,9t象御i鋤はⅢそ0増表に達」るこ′一

運:の基組 家ストライキを御れ そして革甲
1イ
琳よつt)て適′目する。政ゝ台南争0晨暉にとも
なうそ(D純イL′ ヨ会化は,選勢欄争む遠のな七な

・

(Dたり十ではなく′逆|■後著_ょりC‐発展:させるこ
目肛部こより糸りiム化し′ざり歌イしごえるのた

〕.t
①二っ①m争(D向 ltは 左ュ〔■ェィキョゥと与
える.そ①雨争①なケ

「

芳脅名|ま そ(Dttjも .・
さ改善づ■硼 さゴ早じ払げ|そ″きるし遂小
よつこする循〕劫も強

i・めぅれる力ぅ,在.60由・

争1隣神|さまさに高まる。び■て(D政治十]劫(D高
由ゝの後|」ま1月おズ鋏 ぶ凍亡″てあり1そ・こ力6σ〕数:号①蚤培軒争0芥海芽生えび。その
理:もきた同じここう0を。資本に鮒・ずる,労働
者の不断0妥清時1争は,]父台曲故円0者細中、一
薇[Jを支κる妥:済問争|き,いわ|ざそcが6.政.治
御紗 :つたに新しt)力左:反ヨ′甘る。労チカ者|イト
QO力①′腫_ス的に貯水地亡磁 つくるのた′a l恙
をここattE6ぬア

『
レタリ7-卜の妥靖岬争ば

あらゆるとき.t)た0こころ礎 1之ヽゝ.:繁主:した
円争に〃う鉾 ′)とこな0子なさえ

`ぶ

うた巨
人6頑模(D政)含耐斉Lふ爆発するE言でなえはこ .

靖摯脳静ま運申も一つ①政さ台的実装なら′他の美
Aこ前進契ノ惑σ要因こなる`叉攻治離争は1蚤
済
.酔報所童X珪豫と問躙官tづるこのたLあ
6ゆる疇向にR因ど縦只1感交替し稔う.この様
にして我
・
セ|よ
「
塁繁

“

.I楚台,16二つ0要素寒
口)7(囀囁鷲メ場不トライキ①時代さ通じて
・          ・ 1・ .  4

こtゝlt薄達ス.書浄λitなろうじ鎌し各■′D
たここャもう6ん ■γンキツク4図式な
1撃
`錢"本
す様、it i重に吾`記しあつたりしも、

容つたミご七見体疑拓り台1』 )た:二が□―ザ上
張.である。嘲す|■ 64年の「

四・一七型」の
ゼネストのこ翡専荻4出発ヽとした千争の1犯
all形〃されるとするならば,.工 |■確始子孝
と■グ早暑壌争力、1'ク らみ合う′芝僣て

1の
子争が、

4″主休ヽ子今主体の準備として在移を∬
定するとされ:4)|¬イネスト泄(2新・左瞑
・の任務は、41■ゼネストは,二奔子争ヒ成

´千争響、痢着する|1浩外パ|パ熱しつつあ
身を示した。公ウ協を中艤としたズト釈κ
月愛皮し、縁力とのハ蔭彰力封衆し夕圧,政
彰台ストとしヽうガ向II土制坂象しつつあるチを

iした。まさしく:中国主之多夕赦力な
皮営のた′休)if封する直持の散対を意味サ
る。更にブ|レ 2ョ

|フジー初
ド
対外J延筵に帰 |

をあし`た場ハヽには_至″的ル造を耕外主え
にすリク|える皮白に彊する反れが)ハz蜃ヒ
賃金汐ッ_卜反対者多の中かう彰ぶされ、1通

にI震 は々そのエネルギーを日撃,認六千
多という魂莫夕|う 1イ且誠する時代′の列達.と

予見させると反同さ1/1_てぃるとざ″と、4ヽ |¬
ゼイズトは、′セ|コかわ運‐

"の
ヘゲ三二一が

'掛
樹満乱`ぬ力、そしてイじそ未曰―lt(階級

`ウ

んニタタ労

“

組ハ フく冤に新た翼不第二用
允へとか化とました。このごとは予κ角直
%ド←争、日外、内[イ且俗型 の自塩εよる、市
民夕鶴縫―戦線の論疲と、新しし`統一襲線之
不つ避 |■専ポさにているoウ′計、私″干翌功
の上 場一

"イ

ヵ渚 確 ,始組 |1訓|のム ロ形だ と して

新 しい防蹄 の局面に義財酢市る者資識形饉、

として提戯されたので
｀
ある。そして

「
ウイカ

者政始m纂裁」・をだ蹄彰ヶァロレタ1)ァート白

こ歳汐を′今日的
`ε

表フ見し、棲`籠するものと
してイL置付け

｀
られていたのであれ をして

カニ期階級千争の́ 妹♂皓たとして規赳し
たのである。またこのオニ期爵の中に「 皮

・

′台千争1れ公
`守

確始子争」とrオニ期学生
運動論」ク|｀あり、その中ど、たと同様に

「三オ144と皮始子争飼 うみわ よう機饉
階での尋レ争」と発調した。資;水の政:治 コヽ:史働
■碁の文白御゙一林↓て付たする0「詭」τ明確
に賓沐の社 を越識させてし`くのである。



すなわち「
過剰生たと国際4■夕の自雁チ震」「

イ勢路(ァメア進_戯 )」 と「 網叩=(所
得藁策、

賃金政、機の卑ξl換
`多

よる物価′
`自

:上■な
"物
強イる

におl`ヽ十Pで
｀
ろをえなぐ」なってし`る1睛券|二規

定さ11、 人夕台半多―とこ′春千琴夕
｀
諸るして発1漢

する時1代」二史λしたとされて■たヽのである。

∠してrえだ蜂冷のヽよたと隼冷の維:―した施

姜の,確この内応1と して、一多
`fわ
ける改たの

つみ重にのみでは♯冷、はえしていたうなし`し

ノ他方純え手争な通tて工場にか|)ろ叔矛〕、拡
大.きたさにしては、申なる、1曽ノ鮫奪回となる
。て救力に粉絆されるのかいずれぞある。ま

た学生メlf於 し`くは、自
`の
場た、未来|`疲

って賓走 え酸 とのるの左響イ面ず、不断ウ
`

直接角に向い籠けられる」「 老してみ后れA
φ夕政
`台

千孝によるえ1掌市民縁 一ヽ人目株への

長朝釣|■政始一蚤察、支イ乙ヘゲ毛ニーの雄i
した資′水メ|コ家の酵 釣支配と収鑑に引して

の千し`き通じて穫得することを同啄|二並なし

て、葬ねヽ大のな日韓μ上、ヘトすιヽ裟今反封

の成始計今ι晨自しな|うればなうなし`」と紀

超されていに。うなわち人象夕敏 始ヘゲ毛ニ

ーの影酪   「
れ_会β,政治キ多、政治千琴」

のどちらし笈さにして
`静
1)猪ず、千和とん

三二χに主押した人家の戦后僧スイ艶 感ι諸
rラ
‐て、燎 a餡鯛 な効へとる晨でせること
しの重劫基盤ウ1｀

｀
家火じている多絶のlヤぎ、乏

帝月写ケ′Cイ菖なしなけれに財ようなし`″まざ1■ ご

こに晨膚されメ■ るヽ内藤は、この時期籍組千
年の戸史 %゙衝 Lk基 たされているが、日
―ザの沈良と革冷でヽのべうれている。二っの

千いの沐騨生自係、の現lt滲楕をふまえて杞起遜

れてしヽる内′ゥ論理にあし`て同一1上と毒ってし
'

るのである oそのことは」こit五:者1半争に政発`

性を付 する′傾、h乞痛っζ反曰されてし`たの
で
｀
あるoまたオニ潮流論=統一成徹詮ト ロ
ー→
｀44すで｀ため性の問題ι多含のた_茅冷
のえ死番察内としての党としヽうローザ主たの

解滞性左ユ体的に_杷援することが延知してし`

ぃたのである。既ちローザ |｀ルグゼンプルグは

旅i早近し、静か千1上を久ったドイツネ地会ん主党、

労砂組合の広敗1■任りを爆たさせて、「
マン

七ンストフイ 読ヽ」と掟れしたちローザのド
:イ ツれ民経判はその魂、にあし`て正 しかっ、た。

1905年のソビ‐卜鋏 礎:ク曜疲タタア細.冶、の

上からの夕ず砦̀
〕 リゼ栄ストではなく、まさし

くレーニ>グラードぎ毛.ス″!フセこの地鐵:マ '

ッセンストライ女だあったことを識待論的|ニ

老嵐しにこし
'正
しウヽったのであるデ11コッ

プLドイツの叔力権 の差異とフロレクリア

ートの自然だ生雌 異を超だ さず
｀
、同時

にそのこと
`す

1歿1製1杖第命的人1衆羊子の時代に

見うにる、真の子争のことであり、平争が生

みだするのは、あくまでも細線であ |)、 超讃

の力彦一定の段階に道するまでの/員ば あ |)

組織
｀
の″デーにの′尭階に童するまでは、子争

を言このるわけにはい胡なし`とし`うことを主た

しっっろ、し力lし生きた奔証、宏釣発展ぞは、

遂↓3¥争グ制 を創り出すのであるど語 I)、

た:彙千多が鑑
｀
の基礎であるということを強

調するあよl)にもアロレタ1,アートの移維千

多‐の力の本感椰ま、中核、
`多

あたる:系ヨI織
｀
″竹老だ
｀

はなく、パ′ソ民ぼ周:通夏千ヽの茸り伶耗なフロレタ1リ ア

ート″ざあるというところまで1精躍_し七しま

,́このであるo従_っ て1lq辱
′
1月 、スパルタク

ス、|ワィークの人衆時燿の誤 l)と 応 tソなが
｀
ら

り ア́/7ネ ヒト
′
と共t■ これかい 力右禾指:碁

卦とオイどルの軍陵)ノ そクに、有千人も'労 :

夕者の推りくのあとに肩じく殺曽された4で
ある。人衆理効ご老琴なるたイビあるとし`ウ

ローザ
｀
の諷|)な しヽフロ.レ タリア=卜人象への

作薇、その革命的ノ燿|、 スL魂は言7西 じうるり
れど。彼なの党に対する巳者|よ、有よl)も 、

彼なが 口>ず革命論」左一流すればも分で

ある。ローザは薦形成一firl織静サ■わし`ては、

一貫してルーミンと轟れ てした ,ス業孝冷
家蒙目を車山とした洋晰Nれと,ガ術者階維の場

“

仁

者党とスζ蒻隊リニ釣通影しヽを堵づてし`たのだある

:;O》 ね た
一
β υ hdと 了

′

|♭ 戦 丞 の ‐爵 礎 縦 .一 の 六

回たな、のィ盆1置」

二釆全掌連の結成、その主コ流のヘゲ毛二
上の権ィ野と久ぅ直接釣確フ台利曽の墓に鳥1違1統
一かォ甲しす のゝうにていつたのであるo之 し.

て再遣1統一の政治組告は、‐形太的に戦略1戦

術の新ためク1ツピ式イ乙された。たさくよつて政治

過程論、二期諮十岩日理論の組みハことして

あ|)、 1雛ち岩口体論の粋に反中千争餡期`ズ下、
イ|レ した内lなとしヒ瀦たされ!「 氏主主たの

徹底化」の中に反申斗多左′位置づけられてに`
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.存うのであつた´
「
そ レて プヽランズ /ヽマ リ

コミューン、ジャコ |ヽ ン屯、マレクス｀エン

グルス、えにレーニン、トロツキーに家化 ιヽ`

四たが、フロレク 1,ア象統革命の推孵し、フ
ロレダ r,ァゴ衣歯/ゝン主又の鮮場の雄、ラβを」

とスし`oこの教輛謬荘かのスローなンιして 、ヽ

上、述の「 反申子争左フロレタリア日木革命ヘ

′/日本隼冷乞フジア隼いの勝剰)とし界革命の

彙験口とせよ」というものであっだ。その内

隊は、えさくトロツペーの夕く統革命 |二依存 じ
~こ
いた o「緒果と展望」の中でも哨うかにさ
′にてし
｀`
ろごとく、,救汐半争の見通し、暑

～争
の

表曖iCん端の党としてあ |)、 岩田妹 諮綱根
はヽ冷日角マルリス主丈の課懸の中にポらい

にされてし`るごとく、新鉄華榔騨取 れ

^主
え

‐の‐級′ i理 )と最 ||¶融鋼傾 (貨え手末、)の
・か離の
「

‐Eルフ′レト1綱頌、」はォニィンターの
敗比をき味したと絡福し、毛″tを夕紳 riわ

し`て/た一するもの|とし1乙うちださ1にてしヽた o

また多元勾国家ね (タスヘー釣国家か )、 ロ

シアのin、 ドイツのワイマール体制、日本、
の製后羽畔11を アナロゴー化 しわ署協体制詮:(

威労λ l皆級配極 註 )、量 争訟 、左巽 反

'う

)府統 一

縁線とTι威すれ′譜勇動春確抽まンピエトヘ転イは
イ窪ヽ展する。費|まその遇程I在翼層対,民こt_て
市,成しうるこ去う日本革挙の占r術を導レリたの
1芭あフた。この六回大公っ基調|ま )声田世界
資本主又誰lこ裏何|ウ られてLゝたのである。最
も羨徽的Elま占効梶紙上の杉お説えに雨されこ
しlにごとく、喫資世界資本主又|ま政治―軍早
当ξシ製肇にらこ済過程お従属、 lヽLIし ほまf目編成され
てし1る。1篠Lこ ドIL体制下の話11」職の対立れ
埒軸ま輸血ダンPンケ戯こなるた

｀
め、国市 |ま海

外進出(東南7ジアlo‐衡勲|まあるか、口師
競争古☆'0滑好Lの 前Lユ |ミ |に ひまり,叔ヵの「王撃
収ザヽ 島 1意 国内ヤP圧とか1)たてる。従って
独占資本こ紳評の予清)ヽ今こ軸とすも学協体

制|ま崩れ、番済)争は激化し、性治と沐又去」の
ぬ́4■」l量反申)琴 へ転イLす る、との結果、自・
戻党こ社公賞,の設公政

'む

賀表神の子協体制|ま
讚れ、家bて 国家|ま中白政府と率皿し、́社民
.糸ソ評|ま、上か5)争 1鬱令と′港L、 鐸蒟論りに習
かこれと壇.手 |こりRっ て史t上 |プ、社戻内た要
統 一織線 と形成 寸れ |ま¬′誦且誉 |ま ソウイ■ 卜へ _

登民する。すなわち反帝)争 の側樋MLヒ (D

(6)

ロレタリア日本隼冷左アジア革牟の変蔵日と
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